
厚
生
労
働
省
は
、

平
成
二
十
五
年
度

か
ら
事
業
主
に
対

す
る
雇
用
関
係
の

各
種
助
成
金
制
度

を
変
更
し
て
い
ま

す
。
（
実
際
に
は
、

国
会
で
の
予
算
成

立
後
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
）

今
回
の
変
更
に

よ
り
、
既
存
の
助

成
金
で
類
似
し
て

い
た
も
の
を
統
廃

合
し
て
、
分
か
り

や
す
く
、
活
用
し

や
す
い
制
度
体
系

に
な
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
支
援
、
若
年
層
の
安
定

雇
用
の
確
保
、
高
齢
者
の
就
労
促

進
な
ど
を
目
的
と
す
る
新
し
い
助

成
金
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

『
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
』
が
『
雇
用
調
整
助
成
金
』
に

統
合
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
二
十
五
年
六
月

一
日
か
ら
支
給
要
件
に
雇
用
指
標

が
加
わ
り
、
現
在
受
給
中
の
事
業

主
も
手
続
き
時
の
提
出
書
類
と
し

て
次
の
内
容
が
増
え
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①

雇
用
指
標
の
確
認

最
近
三
か
月
の
「
雇
用
保
険
被

保
険
者
数
と
受
け
入
れ
て
い
る
派

遣
労
働
者
数
の
合
計
」
の
平
均
値

が
、
前
年
同
期
と
比
べ
、
大
企
業

は
五
％
を
超
え
て
か
つ
六
人
以
上
、

中
小
企
業
は
一
〇
％
を
超
え
て
か

つ
四
人
以
上
増
加
し
て
い
な
い
こ

と
。

（
新
し
い
提
出
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
）

②

残
業
相
殺
の
実
施

休
業
等
（
休
業
や
教
育
訓
練
）

を
行
っ
た
判
定
基
礎
期
間
内
に
、

そ
の
対
象
者
が
時
間
外
労
働
（
所

定
外
・
法
定
外
労
働
）
を
し
て
い

た
場
合
、
時
間
外
労
働
時
間
相
当

分
を
助
成
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

（
新
し
い
提
出
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
）

③

短
時
間
休
業
実
施
の
際
の
留

意
点特

定
の
労
働
者
の
み
に
短
時
間

休
業
を
さ
せ
る
特
例
短
時
間
休
業

（
※
１
）
に
つ
い
て
、
次
の
場
合

は
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
始
業
時
刻
か
ら
、
ま
た
は
終
業

時
刻
ま
で
連
続
し
て
行
わ
れ
る
休

業
で
は
な
い
場
合

〈
例
〉
就
業
時
間
八
：
三
〇
～

一
七
：
三
〇
の
事
業
所
で
、
一
三
：

〇
〇
～
一
四
：
〇
〇
の
短
時
間
休

業
と
す
る
場
合

・
短
時
間
休
業
実
施
日
に
、
対
象

者
に
対
し
て
休
業
時
間
以
外
の
時

間
に
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
場
合

・
出
張
中
の
労
働
者
に
短
時
間
休

業
を
さ
せ
る
場
合

平
成
二
十
四
年
九
月
ま
で
は
、

事
業
所
内
訓
練
の
み
、
各
受
講
者

の
受
講
を
証
明
す
る
書
類
（
※
2
）

と
し
て
受
講
レ
ポ
ー
ト
な
ど
受
講

者
本
人
が
作
成
し
た
書
類
を
提
出

し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
〇
月
以
降
に

判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
あ
る
支

給
申
請
か
ら
は
、
事
業
所
外
訓
練

を
行
っ
た
場
合
も
、
受
講
者
本
人

が
作
成
し
た
書
類
の
提
出
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
の
書
類
は
、
訓
練
を

受
け
た
日
付
が
分
か
る
も
の
で
、

本
人
が
直
筆
で
書
い
て
い
る
、
直

筆
の
サ
イ
ン
や
押
印
が
あ
る
な
ど
、

受
講
者
本
人
が
記
入
・
作
成
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
※
1
）
休
業
時
間
は
三
〇
分
を

単
位
と
し
、
三
〇
分
に
満
た
な
い

場
合
は
切
り
捨
て
ま
す
。

（
※
2
）
各
受
講
者
が
訓
練
日
ご

と
に
記
入
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
作

成
し
た
受
講
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
任

意
の
様
式
で
受
講
者
本
人
が
作
成

し
た
書
類
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予
算
成
立
後
に

開
始

“
中
安
金
”
が
統
合

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

メールでご相談の方

ＦＡＸでご相談の方

メールアドレス
k-fujita@k-fujita-sr.com

ＦＡＸ番号
075（571)8611

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」

無
料
相
談
受
付
中

全
て
に
受
講
レ
ポ
ー
ト

平
成
二
十
五
年
度
に
入
り
、
統
廃
合
さ
れ

た
助
成
金
の
中
の
雇
用
維
持
に
関
す
る
助
成

金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



自
分
自
身
の
疲
労
回
復
に
必

要
な
睡
眠
時
間
や
休
養
時
間
を

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

睡
眠
時
間
や
休
養
時
間
は
、

体
質
や
年
代
、
日
中
の
活
動
量

等
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

長
さ
が
異
な
り
、
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
長
時
間
の
労
働
に

よ
っ
て
体
を
休
め
る
時
間
が
短

い
状
態
が
長
期
間
続
く
と
、
気

づ
か
な
い
う
ち
に
心
身
へ
の
負

担
が
か
か
り
ま
す
。

一
週
間
の
労
働
時
間
は
、
労

働
基
準
法
で
原
則
週
四
〇
時
間

（
例
外
事
業
は
週
四
十
四
時
間
）

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
毎
日
二
時
間
の
時

間
外
勤
務
を
行
な
う
と
、
労
働

時
間
は
週
五
〇
時
間
に
な
り
ま

す
。
そ
の
上
、
週
二
回
の
休
日

の
う
ち
一
回
休
日
出
勤
す
れ
ば
、

労
働
時
間
は
週
六
〇
時
間
近
く

に
な
り
ま
す
。

こ
の
週
六
〇
時
間
近
く
の
労

働
時
間
を
相
当
長
い
労
働
時
間

と
考
え
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
、

厚
生
労
働
省
の
過
労
防
止
対
策

か
ら
は
、
ま
だ
二
〇
時
間
も
あ

る
と
考
え
ま
す
か
。

長
時
間
労
働
は
、
単
に
労
働

の
時
間
を
長
く
す
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
間
や
休

養
時
間
、
家
庭
生
活
・
余
暇
時

間
が
短
く
な
る
た
め
、
心
身
の

疲
労
を
発
散
さ
せ
る
時
間
が
短

く
な
り
、
疲
労
を
蓄
積
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
長
時
間
労
働
に
至

る
原
因
と
し
て
、
担
当
す
る
業

務
量
が
多
い
、
質
の
高
い
仕
事

結
果
を
求
め
る
、
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
精
神
的
な
負
担

や
仕
事
密
度
の
増
加
に
よ
っ
て
、

疲
労
の
蓄
積
が
加
速
し
て
い
く

の
で
す
。

長
時
間
労
働
に
関
連
し
た
健

康
障
害
は
、
図
の
よ
う
に
四
つ

の
項
目
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

長
時
間
労
働
を
し
て
い
る
人

は
、
健
康
問
題
が
重
症
化
す
る

前
に
、
何
度
も
昼
間
の
眠
気
や

疲
労
を
経
験
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
仕

事
中
に
居
眠
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

毎
日
、
睡
眠
時
間
や
休
養
時

間
が
十
分
で
な
け
れ
ば
、
毎
日

昼
間
の
眠
気
に
襲
わ
れ
ま
す
。

睡
眠
時
間
や
休
養
時
間
が
短

い
と
、
健
康
に
悪
い
だ
け
で
な

く
、
作
業
効
率
が
下
が
り
ま
す
。

短
時
間
睡
眠
が
幾
晩
も
続
く

と
、
作
業
効
率
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
故
や

ケ
ガ
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。な

お
、
週
末
に
睡
眠
時
間
を

長
く
し
て
も
、
疲
労
を
完
全
に

回
復
で
き
ず
、
毎
晩
し
っ
か
り

睡
眠
を
と
る
の
が
肝
心
、
と
の

デ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

眠
気
は
ひ
と
つ
の
「
疲
労
の

サ
イ
ン
」
で
す
。
サ
イ
ン
を
見

過
ご
さ
な
い
こ
と
が
、
労
使
共

に
健
康
な
労
働

力
を
確
保
す
る

対
策
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

五
日
～
十
一
日

○
児
童
福
祉
週
間

［
厚
生
労
働
省
・
地
方
自
治
体
］

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取

得
届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採

用
し
た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開

始
届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一

括
有
期
事
業
を
開
始
し
て
い
る

場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払

報
告
書
の
提
出
［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の

提
出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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先
月
号
で
事
務
所
移
転
に
つ

い
て
お
伝
え
ま
し
た
が
、
貸
主

側
の
諸
事
情
に
よ
り
再
度
移
転

い
た
し
ま
し
た
。
四
月
十
八
日

に
移
転
し
、
現
在
の
所
在
地
で

業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
移
転
か
ら
今
回
の
再

移
転
ま
で
わ
ず
か
一
か
月
余
り
。

重
要
書
類
の
移
動
に
神
経
を
使

い
、
ク
タ
ク
タ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
経
験
は
し
な
い
ほ
う
が
よ

い
で
す
ね
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

五
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-26-203

年
齢
が
理
由
？

長
時
間
労
働
で
は
？

四
つ
の
区
分

サ
イ
ン
を
見
過
ご
さ
な
い

１）脳・心臓疾患

２）精神障害・自殺

３）その他の過労性の健康障害

４）事故・ケガ

・ 重症化すれば過労死に発展

・ 心の健康を損なうことでメンタル不調を発症

・ 胃十二指腸潰瘍、腰痛など内臓等に発症

・ 睡眠不足や疲れから二次災害を招く

（
図
）


